
別添

ＩＣ乗車券の相互利用に関する国際ワーキンググループの

第一回会合の結果について

（平成２０年５月２０日大阪市で開催）

≪開催の趣旨≫

アジア共通IC乗車券について意欲を示している日本、韓国、香港、シ
ンガポール等のIC乗車券事業者等による民間主体のワーキンググ
ループの第一回会合であり、今後も会合を開いて、具体的なIC乗車券
の技術開発及び実験について専門的な協議を行っていくこととする。

≪今回の国際ワーキンググループでの了解事項≫

【規格の異なるアジアの複数の都市の改札機に対応できるマルチIC乗
車券の開発・実験の開始】

・最近アジア各都市で導入されているIC乗車券の通信・データ規格と、
日本のIC乗車券の通信・データ規格の双方に対応できるマルチIC乗
車券の開発・実験を開始する。



ＩＣカードタイプ：

FeliCa

中国／香港

・Octopus １，４００万枚

シンガポール／

シンガポール※
・EZ-Link ９００万枚

タイ／バンコク
・Bangkok Metro Smart card

３５万枚

第５回日ASEAN交通大臣会合
（平成１９年１１月２日 於 シンガポール）

アジア共通ＩＣ乗車券導入プロジェクトに関し、日ＡＳ
ＥＡＮが2008年の実証実験に向けて連携していくこ
ととされた

日中韓の観光交流・協力の促進
に関する青島宣言（抄）
第二回日中韓観光大臣会合（平成１９年６月２６日採択）

３国が観光面での情報化に力を入れ、交通、宿泊、
飲食等の消費段階をカバーできる旅行客の利便性
を高めるシステムを徐々に構築していくことを提唱

ＩＣカードタイプ：

タイプＡ

韓国／釜山

・Hanaro Card ６７５万枚

・Mybi             ６９４万枚

中国／北京

・Yikatong card

１，４１８万枚

韓国／ソウル※
・Upass ２，６１５万枚

・T-Money ７５９万枚

タイ／バンコク
・Bangkok Metro Smart card
４５万枚
・BTS SKY Smart Pass
４０万枚

中国／上海

・Shanghai Public 
Transportation Card
２，５６８万枚

アジアにおける交通系ＩＣカードの導入状況（参考）

インド／ニューデリー

・Delhi Metro Smart Card

１０５万枚（カード：５５万枚、

トークン：５０万枚）

中国／深圳

・Shenzhen TransCard

１００万枚

日本／東京・大阪

・Suica ２，３１１万枚

・Pasmo ６６１万枚

・ICOCA ３３７万枚

・PiTaPa １１３万枚

インド／ニューデリー

・Delhi Metro Smart Card
９５万枚（カード：４５万枚、

トークン：５０万枚）

※ソウル及びシンガポー

ルについては、一部タイ
プBも導入されている。


